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野田市の高齢化の現状

検索結果（２９年度時点）
オレンジカフェ：１か所
サロン：２か所

集いの場や認知症に関する相談窓口が少ない。

２８年度 ２９年度 ３０年度

野田市 ２８．８％ ２９．７％ ２９．６％

千葉県 ２６．７％ ２７．２％ ２６．４％

全国 ２７．２％ ２７．７％ ２８．１％



当院の認知症カフェ
オレンジカフェ のだ日和

• 毎月第３土曜日 午後１時半～４時(午後１時から受付)

• 院内の健診センターにて開催

• 参加費は100円（別途 作品代として200円）

• 作業療法士を中心に運営している

• プログラムは 認知症講座、作業療法士による生活相談、
茶話会、脳トレーニング、体操、陶芸を実施している。



認知症講座について
• 講師：作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、放射線技師、
ケアマネージャー、医師、看護師

• 今までの講演内容：認知症の症状について、認知症の方との
接し方、嚥下について、地域での介護ケアについて など



その他のプログラム

・脳トレ ・参加者による歌の披露

・季節の作品作り・陶芸



アンケート内容

• １、属性（年齢、性別）

• ２、認知症カフェを知ったきっかけ

• ３、参加しての感想

• ４、認知症の方と接した経験の有無

• ５、認知症のイメージ

• ６、認知症講座後に認知症のイメージは

変わったか

• ７、認知症講座を今後に生かせるか

多肢選択式及び自由記述式



アンケート結果
１、属性（性別・年齢）

男性（７名）

41.6％女性（１９名）

58.3％

女性平均年齢
75.2±5.4歳

男性平均年齢
67.1±5.4歳

N＝２６



アンケート結果
２、認知症カフェを知ったきっかけ

院内の広報

19.2％

友人

57.6％

市報

7.6％

その他

15.3％

その他
・当院の外来リハビリ
を利用して知った。

N＝２６



アンケート結果
３、参加しての感想

楽しかった

100％

・日々の介護などについて話す機会と
なり気分がすっきりした。

・どこにも行きたがらない人がここな
らと外出するようになった。

・気さくに話が出来た。肩ひじ張らず
に楽しかった。

・脳トレ、プリントが勉強になった。
・やりたかったことに出会えました。
・常に新しいことを学べる。
・いい外出機会になっている。
・わくわくしながら体にいい。

N＝２６



アンケート結果
４、認知症の方と接した経験の有無
５、認知症のイメージ

ある

50.0％ない

38.4％

無回答11.5％

認知症の方と接した経験
のある認知症のイメージ
・遠ざけていた
・暗い感じ
・かわいそう

認知症の方と接した経
験のない認知症のイ
メージ
・イメージがわかない

N＝２６



アンケート結果
６、認知症のイメージの変化

変わった

62.5％

変わらなかった

6.2％

わからない

31.2％

無回答

6.2％

認知症の方と接した経験あり

変わった

42.8％

変わらなかった

28.5％

わからない

28.5％

認知症の方と接した経験なし

N＝１９ N＝７



アンケート結果
７、認知症講座を今後に生かせるか

はい

44.0％

わからない

44.0％

無回答

12.0％

はい
・少しでも役に立ちたい。
・ご本人様の言葉、行動
など否定しないように。

・認知症の各人の人柄と
接しいたわりばかりで
なくできる事はさせる

わからない
・日頃の付き合いがあり
ません

N＝２６



考察① 認知症のイメージについて

• 接した経験の有無に関わらずネガティブなイメージを
抱くことが多い。

• 認知症の方と接した経験のある方のほうが認知症講座
受講後にイメージの変化が見られた。

• 認知症の方と接した経験の有無に関わらず認知症講座
を今後に生かせるかについて「わからない」が多い。

認知症カフェで認知症の方と接することで具体的なイメージを

抱きやすくなり、イメージの変化が見られやすくなる



楽しい！
安心！
充実！

居場所づくり

外出の機会

考察② 認知症カフェの必要性

情報交換(参加者同士、スタッフ)

共感の場



考察③ 地域への影響

• Johdan¹⁾より態度に関わる要因として知識が重要

• 金ら²⁾より，認知症の人に対する肯定的な態度を 高める要因として
「認知症に関する知識」や 「高齢者イメージ」などが関連していた

• 杉山³⁾より、「認知症に対する受容態度」が高いほど、「初期の認知
症症状がみられた場合の受診促進意向」が高い

認知症講座で正しい知識を得ることで肯定的な態度を高められる。

早期受診することで介護予防(周辺症状の軽減、介助者の介護負担軽減)
となる。



今後の課題・展望

作業療法士として『その人らしい生活』の視点から認知症
当事者とその家族、関わる地域の在り方に働きかける！

• 正しい認知症の知識の普及

参加型講座や体験談を語る会の開催

• より多くの人に認知症カフェを知ってもらう

広報活動や活動の場を広げる、出張認知症カフェの開催

• 地域との連携

地域包括支援センター、町内会、家族会
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